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成人看護学実習前後の学生の変化に関する研究

－「不安」「看護過程展開」「コンピテンシー」を中心に－
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抄録：　効果的な臨地実習指導を検討することを目的として、新設看護系大学の 3年生 78 名を対象に

臨地実習（以下実習）における「不安」、「看護過程展開」および「コンピテンシー」の自己評価に基づ

くアンケート調査を行ったところ、学生は実習前よりも実習後に不安や実習中の記録物への負担を感じ

ており、対象の理解が不足しているために看護計画の立案に困難さを感じていることが分かった。また、

実習を通して、誠実さや批判的能力、言語的能力、リーダーシップ、自分とは異なる考えを理解し受容

する力量、リーダーシップ、書き言葉によるコミュニケーションを獲得する必要があることに気づいて

いることが分かった。実習に携わる教員は、学生が新たな知識や学習の必要性に気づけるように関わる

必要がある。

北海道文教大学人間科学部看護学科

Ⅰ．はじめに
　我が国の看護教育は1992年に看護師等人材確

保の促進に関する法律が制定されて以来、養成所

中心の教育から、急激に大学中心の教育へ変化し

た。2010年には、看護系大学は188校となり1990

年初頭と比較し、約10倍以上となった1）。当大学

においては2008年に看護学科が開設され、2010

年に初めて成人看護学実習を行った。大学におけ

る看護系人材養成のあり方は、看護教育のコアと

なる能力として看護実践能力が重視され1）、臨地

実習は大きなウエイトを占めている2, 3）。特に成

人看護学実習は慢性期と急性期それぞれ３週間

（３単位）計６週間（６単位）の実習で、臨地実

習のなかでも学生が看護観を育むのに重要な役割

がある。

　そこで大学の成人看護学実習において学生がど

のような不安や負担感をいだき合わせて臨地実習

において、知識・技術・能力を身につけるのか調

査することは、学生の特徴をふまえた成人看護学

実習の指導方法を考える上で意味がある。

Ⅱ．目　的
　看護大学生の成人看護学実習前後における不

安・負担感、看護過程展開、コンピテンシーに関

する自己評価の変化を調査し、学生への実習指導

の在り方を考察する。

Ⅲ．方　法
1．調査対象

　A大学の看護学科３年次に在籍し、成人看護学

実習を履修した78名。対象は２年次後期に基礎

看護学実習を終了し、３年次後期に各論実習で成

人看護学実習Ⅰ（慢性期）とⅡ（急性期）（以下

成人実習）を経験している。

2．調査方法

　調査期間は2010年７月（成人実習前）および

2010年10月から2011年２月まで（成人実習終了

後）である。成人実習前と成人実習終了後に学生

に対し集合調査を行なった。

3．調査内容

　実習前後に①不安・負担感、②看護過程展開、
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表 1　コンピテンシーの37項目

③コンピテンシーに関する質問紙調査を行った。

　コンピテンシーについては『日欧の高等教育と

職業に関する研究』7）（略称CHEERS）で開発し

た調査項目およびコンピテンシー（知識・技術・

能力）の項目を参考に一部変更したものを用いた

（表1）。

①不安・負担感

　【非常に感じる：４点】【やや感じる：３点】【そ

れほど感じない：２点】【感じない：１点】の４

段階尺度を用いて、実習に対する心配・不安、対

人関係、知識、看護技術、健康、記録物、実習施

設について質問した。

②看護過程展開

　実習目的・目標である「対象の理解」「対象の

看護計画の立案」「対象の看護計画を援助の実施・

評価」「保健医療福祉関連職種によるチームアプ

ローチの理解」「学生としての役割・義務」につ

いて【援助がなく到達できると思う：５点】【指

導によりできると思う：４点】【常に指導により

できると思う：３点】【常に指導を受けてもでき

ないと思う：２点】の４段階尺度を用いて質問し

た。

③コンピテンシー

　立石らが作製したコンピテンシーの項目5）は、

知識（12項目）・技術（13項目）・能力（12項目）

の37項目で（表1）「臨地実習前の現在どの程度

身につけていると思いますか」（獲得能力）・「看

護師にとってどの程度必要と思いますか」（必要

能力）について【全くない：１点……とても高い：

５点】の５段階評価で質問した。

4．分析方法

　調査した項目に対して実習前・後で得点を単純

集計し平均値および標準偏差値を表し、実習前と

実習後で比較した。実習前後の比較検討にはt検

定を行い、分析にはSPSS18.0を使用した。

5．倫理的配慮

　実習前・後に学生に対して、研究の目的、研究

への参加は自由意思であること、成績とは関係な
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表 2　不安・負担感に関する結果

いことを文章および口頭で説明し、同意が得られ

た者のみに配布した。

6．用語の定義

　コンピテンシーとは「ある基準に対して効果的

なあるいは優れた行動を引き起こす個人の中に潜

む特性」（Spencer L .& Spencer S . 1993）である4－6）。

ここでのある基準とは、実習において「…ができ

る」という保有能力ではなく、「…をした経験が

ある」「…する」という、行動に現れた発揮能力

を指す。本研究ではコンピテンシーを「実習を効

果的に遂行するために必要な知識・技術・能力で

測定可能なものでありトレーニングや能力開発に

よって向上可能なもの」と定義する7）。

Ⅳ．結　果　　
　質問紙の回収率は、実習前75人（96.1％）、実

習後72人（92.3％）であった。

1．不安・負担感について（表2）

　「実習に対し心配・不安はありますか」につい

て実習前の平均値は1.2（標準偏差値0.4、以下±

0.4と標記する）であったが、実習後に3.4（±0.7）

と上昇していた（p<0.001）。また、「既習の活用

について心配・不安を感じていますか」は実習前

2.9（±0.7）が実習後3.2（±0.9）で有意差はなかっ

た。「実習中の記録物の負担を感じていますか」

は実習前2.6（±0.8）が実習後3.4（±0.8）と実

習後に有意な上昇がみられた（p<0.001）。看護技

術と「指導者に対して援助を求める」を除く対人

関係3項目は実習後に有意に低下していた。また、

「臨床指導者との関わり」、「治療・処置的援助に

ついて」では弱い有意差（p<0.05）が見られた。「自

己の健康管理についてどの程度不安・心配を感じ

ていますか」「実習施設の通学に対する心配・不

安を感じていますか」は実習後に低下していた。

2．看護過程展開

　看護過程展開の結果を表3に示す。対象の理解

については「対象の発達段階と発達課題を理解で

きる」以外の項目が、実習後の平均値は3以下と

なり、有意に低下した（p＜0.001）。また、看護

計画の立案の4項目すべてにおいて実習後の平均

値は3以下と低くなった（p＜0.001）。援助の実施・

評価では「対象が病気を受け入れ、生活しながら

療養の援助ができる」が実習前4.5（±0.9）実習

後4.4（±0.6）「対象の状況に応じて援助を評価・
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修正できる」が実習前4.5（±0.9）実習後4.4（±0.6）

で実習後の変化は認められなかった。学生の役割・

義務については4項目全ておいて実習前後に差は

なかった。また、チームアプローチに関しては「保

健医療チームの一員としての看護師の役割」につ

いてのみ有意差（p<0.05）がみられた。

3．コンピテンシー 37項目について

　「獲得能力」の評価は実習前3.6（±0.6）、実習

後3.5（±0.7）で「必要能力」は実習前3.6（±0.8）、

実習後3.1（±0.9）であった（表4）。

　コンピテンシーの37項目を知識・技術・能力

の3項目に分け、「獲得能力」と「必要能力」が実

習前後で、どの様に変化したかを比較したところ

「獲得能力」の「知識」に関する質問は、実習前3.2

（±0.3）、実習後3.0（±0.6）、「技術」は、実習前3.8

（±0.4）、実習後3.9（±0.4）、「能力」は実習前3.8

（±0.4）、実習後3.4（±0.4）であった。

　「必要能力」の「知識」に関する質問は、実習前3.5

（±0.5）、実習後3.1（±0.5）「技術」は実習前3.6

（±0.5）、実習後3.4（±0.6）、「能力」は実習前3.8

（±0.6）、実習後3.4（±0.6）であった。実習前後

の比較結果、獲得能力の技術および必要能力の知

識、能力でp＜0.001で有意差が見られた（表5）。

　37項目の「獲得能力」と「必要能力」それぞ

れの上位項目を実習前後別に表6、7に示した。「獲

得能力」の上位項目は、「誠実さ」「批判的能力」

表 3　　看護過程展開の結果
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「言語的コミュニケーション能力」であった。「必

要能力」の上位項目は「リーダーシップ」「意思

決定能力」「書きことばによるコミュニケーショ

ン能力」であった（表6－8）。

*** ***

*** ***

*** ***

n.s. ***

*** ***

n.s. ***

n.s. ***

*** ***

* ***

*** ***

*** ***

*** n.s

*** ***

n.s. ***

n.s. ***

n.s. ***

* ***

n.s. ***

n.s. ***

n.s. ***

*** ***

n.s. ***

n.s. ***

* ***

* ***

*** ***

** ***

n.s. ***

*** **

** n.s.
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*** n.s.

*** *

*** n.s.

*** n.s.

*** ***

表 4　　コンピテンシー（知識・技術・能力）の結果
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1 4.5 (0.6) 4.7 (0.5)
2 4.4 (0.6) 4.7 (0.5)
3 4.4 (0.7) 4.6 (0.7)
4 4.0 (0.5) 4.3 (0.7)
5 4.0 (0.7) 4.2 (0.7)

3.6 (0.6) 3.5 (0.7)

1 4.4 (0.9) 4.6 (0.6)

2 4.4 (0.9) 4.6 (0.6)
3 4.4 (0.9) 4.6 (0.7)

4 4.3 (0.9) 4.5 (0.7)

5 3.8 (0.8) 4.5 (0.7)

3.6 (0.8) 3.1(0.9)

3.3 (0.9) 2.3 (1.0)

3.3 (0.8) 2.2 (1.0)

3.3 (0.8) 2.2 (0.9)

3.3 (0.5) 2.1 (0.9)

3.2 (0.6) 1.9 (1.0)

3.6 (0.7) 3.1 (0.9)

表 5　実習前・後の知識・技術・能力の比較

表 6　獲得能力の実習前・後別の上位 5項目

表 7　必要能力の実習前・後別の上位 5項目

表 8　必要能力の実習前・後別の下位項目
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Ⅴ．考　察

1．不安・負担感について

　実習前後で負の有意差があり、実習後に不安・

負担感の平均値が上昇した項目は２項目だった。

　学生は実習で対象者に起こっていることを観察

し、看護を展開し、自己学習で得た知識を実践し

て深める。学生の判断能力と主体性を伸ばすため

には学生自身が気になり困った出来事の意味を考

え解決方法を探求する必要がある8）。学生は実習

によって、既習の知識を実践に応用し、看護援助

を通して自己学習の不足に気づくが、記録物が書

けず「記録物の負担」につながったと考えられる。

また、学生は文章表現に慣れていないことが「記

録の負担」に影響していると考える。記録への理

解を手助けする記録方式や演習内容について考え

る必要がある。臨床実習は新たな経験の連続であ

り、意識的に自らの経験を振り返り、気づきを得

ることのできる能力が不可欠となる9）。実習の中

で学生自身が新たな知識の必要性を知り、学習の

不足や記録で表現することに気づけるように、自

分で足りない能力を獲得できるよう実習教員はサ

ポートする必要がある。

2．看護過程展開について

   学生は「対象の健康状態や身体・心理・社会的・

健康障害の特徴」について理解が低いととらえて

いる。情報収集はできても、情報の整理・分析が

困難だった10）ことが推察され学生は対象者を理

解しきれいまま看護過程を展開し、援助を行う中

で対象者の理解が不足していることに気づくと言

える。

   看護計画の立案では、実習後の平均値が低かっ

た。学生にとって、成人看護学実習の看護過程の

難しさは、看護計画の立案と評価・修正の仕方と

書き方にある11）学生は看護計画の立案が困難な

上に、対象者の統合的理解が不足しているため、

看護計画の立案につながらなかったのではない

か。そのため、実習後の記録物への負担感に影響

したと考える。

　対象の理解、看護計画の立案で高い有意差が出

ている。これは実習を通して、既存の知識不足に

気づくことができる一方で、経験から獲得する新

たな知識を統合し表現することに困難さを感じて

いるといえる。また、学生は自分が実習で行なっ

ている内容の意味を理解していないことが伺え

る。看護は何らかの疾病や障害を抱えた人間的状

況を身体的に感知し、その人のニーズを捉え、そ

の人の「生活の質」の向上のために身体で関わる

「相互主体的かつ相互行為的」な営みである12）。

学生は実習で対象者と関わり、一日の行動を振り

返る中で、対象者の理解が不足している点に気づ

けたか、新たに得た情報を考え整理・分析し次の

看護につなげているかを実習教員は記録や発言か

らとらえる必要がある。また、実習中に経験した

ことを既習の知識と照らし合わせ、表現できるよ

うにサポートする。そして、学生が行動を具体的

に記録や発言で表すことで、翌日の自分の看護が

明らかになり看護過程に繋がることを実習の中で

学生に伝えていく必要がある。

　

3．コンピテンシー 37項目に関して

　獲得能力に関しては、すべてにおいて実習後低

下している。これは、他の看護系大学で実施した

際に同様の結果が得られている13）。ベナーは、「初

心者レベルは、その状況に適切な対応をするため

の実践経験がない。臨床状況に身を置いて技術の

向上に欠かせない経験を積むためには、彼らはま

ず客観的属性から状況を学ぶ。（中略）また、異

なる属性に対応できるように、状況の前後関係を

必要としない原則を学ぶ。新人レベルは、繰り返

し生じるような状況に気づく（あるいは指導者に

指摘されて気づく）ことができる程度に状況を経

験したレベルである。」14）と述べている。臨地実

習で学生は多種多様な経験をし、能力を獲得して

いる。たとえば、「からだや手先を使う仕事の技能」

に関する実習前後での獲得能力を比較すると、わ

ずかではあるが上昇していることからも、ベナー



134 北海道文教大学研究紀要　第 36 号　2012

のいう教科書レベルの初心者レベルから新人レベ

ルに近づきつつあるといえるであろう。

　必要能力の技術項目が著しく低下していること

は、臨地実習前に「臨床では種々の技術が必要で

ある」と考えていた学生が実際に臨地実習を経験

すると、技術面だけでなく、知識や能力面の充実

も必要であることを理解したためと考える。

　必要能力の項目で実習後に低くなっているその

他の内容は「領域を超えた知識や考え方の活用」

「融通性・順応性・適応能力」「特定の分野で必要

な方法論や分析方法の知識」「仕事の立案・調整・

組織化のする能力」であった。これらは、かなら

ずしも学生時代に習得が必要な項目ではないが、

臨地実習は念頭に置きながら指導する必要性があ

ると思われる。

Ⅵ．まとめ
　新設看護系大学の学生が臨地実習における「不

安」、「看護過程展開に関して」および「コンピテ

ンシー」（知識・技術・能力）の自己評価を調査した。

1．「不安」は実習前よりも実習後に不安や実習中

の記録物への負担を感じていた。

2．「看護過程展開に関して」では対象の理解につ

いては「対象の発達段階と発達課題を理解できる」

以外の項目が、実習後に有意に低下した。また、

看護計画の立案の４項目すべてにおいて実習後の

平均値は３未満と低くなった。

3．「コンピテンシー」は獲得能力の上位項目は、

「誠実さ、批判的能力、言語的コミュニケーショ

ン」、要求能力の上位項目は、「自分とは異なる考

えを理解し受容する力量、リーダーシップ、書言

葉によるコミュニケーション」であり、ともに実

習前よりも実習後において要求度の平均点は上昇

していた。

　以上のことから、教員は学生自身が新たな知識

や学習の必要性に気づけるように関わり、学生が

記録や発言で考えを明確にすることで看護過程に

繋がることを実習の中で伝えていく必要がある。

Ⅶ．研究の限界

　今回の研究では１大学の１回生のみの調査のた

め、内容に偏りがあると考えられる。今後は多く

の大学での調査も検討する必要がある。
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A study on changes in students’ perceptions before and after adult practical nursing 
training focusing on “anxiety,” “development of the nursing process,” and 

“competency”

NAKAZAWA Youko, TATEISHI Kazuko, HARAYA Tamami and SASAKI Masako

Abstract:　With the aim of studying effective on-site laboratory work, a self-evaluation-based questionnaire 

survey on “anxiety,” “development of the nursing process,” and “competency” during practical laboratory 

training (practical training, below) was conducted on 78 third year students at a new nursing university. 

Compared with before training, the students experienced increased anxiety after practical training; moreover, 

they experienced stress with regard to the maintenance of records during training. We discovered that difficulty 

was experienced in drawing up a nursing care plan because of insufficient subject understanding. Furthermore, 

throughout practical training, we noticed a need to improve written communication, reliability and critical skills, 

linguistic skills, ability to understand and accept ideas different from one’s own, and leadership. The teaching 

staff participating in practical training needs to be aware of students’ need for new knowledge and training.


